
　　　
　

　
　　

一事
遂
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宿復活祭｣ です。 ゞ

　　 　 　　　
　
　　 　　　　

楽しみコ - ナ - ◇ 12 :3 0 ~
I範鬮窿舵囲わなげ｣ で賞幇-をゲット !

ほしいモノを狙い撃ち ! ｢射的｣
いくつとれるかな? ｢ヨ‐ヨ 執 り｣☆

4 攣 輔繭 憲
,みんな大好き ｢わたがし配布｣

　　　　　　　　　 　　　　　　
載の手ぬぐいプレゼン N ! 轡襲職曲い者勝ち !!

田宿復活祭記念集合写真◇ 14 :0 0 ~
芻御鞠野眥竜匪魅＼

日、 会場に集合した来場者のみなさん、 スタッフ全員で
◇新田宿復活祭記念集合写真◇ 14 :0 0 ~

当日、 会場に集合した来場者のみなさん、
新田宿をバックに記念集合写真を振るう !

◇方言手ぬぐいプレゼント◇ 12 :0 0 ~
先着150名様に高山村の方言と名所が
満載の手ぬぐいプレゼント!!

◇お楽しみコーナー◇ 12 :3 0 ~

3 月10日(日)12時~ ｢三国街道新田宿復活祭｣開催 !

｢月の輪草子｣ 瀬戸内寂聴 ｢木のまつり｣ 新美 南吉
｢西海の虎｣ 矢野 隆 ｢かんばーい｣ 山岡ひかる

トこ の一冊 『こころ歳時記』 吉元由美/著、 片岡鶴太郎/絵、 ディスカヴァー ･ トゥエンティワン、 2 0 12 ･10 お止月のおせ
ち料理や鏡餅をはじめ、 節分やひな祭りなどロ本古来の暮らしと行事を紹介した一画です。
『団塊世代の孫育てのススメ』 宮本まき子/著、 中央法規、 20 12 ･11 今時の子育て事情と家族の絆のつくり方を紹介した
一冊です。 孫が育った特に感謝される祖父ミ導こかるノウハウを禁趾していまた特に感謝される祖父母になるノウハウを提供しています。

広報藝沁やま ◆
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in fo r m a tio n

る育児について、 婦人会員はもちろん現在･子育て中の方や若い女性の方々に注しい理解

入場無料
申込不要

解

枝

坦
に

　　　
　
　

し

1
‘

　　

　

　

こ

:吾妻郡連合婦人会
:吾妻郡社会教育振興会
:吾妻郡社会教育振興会事務局
(吾妻教育事務所内)
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楽
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み

言
着
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い

田
日
刊
り

1◎お問い合わせ 高田村役場 地域振興課 容0 2 7 9一6 3 一2 1 1 1

高山村新田箔は江戸と越後を結ぶ最短路であった三国街道の宿場町として栄え、
人々の往来が絶えない賑やかな宿場町でした。 参勤交代で殿様が泊まったという
新刊本陣が当時の面影を残したまま今も佇み、 その保存性の良さから ｢平形家住
宅門屋｣ として国登録文化財に指定されています。 そんな新田宿の賑やかだった
頃を復活させたいという村民の思いを形にしたのがこの ｢新刊宿復活祭｣ です。

内容盛り沢由ですので、 皆様お誘い合わせの上、 お気軽にお越しください?

◇メインステージ◇ 12 :0 0 ~
･高山村の和太鼓 ｢いぶき太鼓｣ の演奏 ･｢わなげ｣ で賞幇-を

鑓務 淋 蜥 瀬‘“““■㈱
欝

みコーナー◇
･ならの水読書会による紙芝居 ･ ほしいモノを狙い

･いくつとれるかな ,
･みんな大好き ｢わズ

◇食べ物コーナー◇ 12 :0 0 ~

ツインプラザ図書館からお知らせ
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催
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、ま
た

の

陣

巨
販

･村のおいしいそばで流しそば !
･村の郷土料理 ｢おっきりこみ｣ の無料配布
･高山村のブランド米 ｢月あかね｣ の試食販売

◇体験コーナー◇
･日本人の心 ! ｢茶道｣ 体験 ! 12 :3 0 ~
･達人に教わる、 わら細工作り ! 12 :3 0 ~
･杵と目でおもちつき ! 1 3 :0 0 ~

と浸透を図るように、 講演会を開催します。0

ルき

:小児医療センター新生児料
丸山憲一 医師

:｢赤ちゃんを母乳で育てよう｣
:2 0 13年 2 月2 0月 (水)
1 1 : 0 0 ~ 12 : 0 0

:中之条町ツインプラザ 交流ホール
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人
に

-
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活
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山
ら
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物
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コ
本
人
と
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本
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彼
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イ
高
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高

べ
村
村
高

験
日
達
…

第39回母乳運動推進大会 講演会のお知らせ

フ

ン
師
母
腹
2
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児
う

康

一
ん
霧
}
町

育
よ

医
憲

や
鈎
α
条

る
る

児
山
ち
月
滋
之

よ
図

小
丸
扇
笈
u
中

に
を
一

◆◆

乳
透

師

題
時

所

母
浸

講

演
日

場

ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー

｢上
野千鶴
子講演会｣

参加者募集

家
賃
の
安
い
県
営
住
宅
に

入
居
し
ま
せ
ん
か

平
成
25
年
度

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
･

予
備
自
衛
官
補
募
集
の
お
知
ら
せ

0
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

▼
応
募
資
格

◎
一
般
幹
部
候
補
生

(飛
行
･
音
楽
要
員
含
む
)

[大
卒
程
度
試
験
]
“
蔵
以
上
客
歳
未
満
の
者

[院
卒
者
試
験
]

修
士
課
程
修
r
者
等

(見
込
み
含
む
)
で
、

幻
歳
以
上
第
歳
未
満
の
者

◎
歯
科
･
薬
剤
料
幹
部
候
補
生

[歯
科
]
"
歳
以
上
鱒
歳
未
満
か
つ
専
門
の
大
卒
(見
込
み
含
む
)者

[薬
剤
]
即
歳
以
上
28
歳
未
満
か
つ
専
門
の
大
卒
(見
込
み
含
む
)者

▼
受
付
期
間

平
成
25
年
2
月
1
H
(金
)
5
平
成
芻
年
4
月
第
H
(金
)

▼
試
験
期
日

25
年
度
募
集
は
4
月
、
7
月
、
m
月
、

1
月
の
年
4
回
実
施
し
ま
す
。
今
回
は

4
月
募
集
の
お
知
ら
せ
で
す
。

▽
所
在
地
･
間
取
り
･
募
集
戸
数
･
家
賃

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▽
入
居
資
格

現
在
住
宅
に
困
窮
し
て

お
り
、親
族
と
入
居
す
る
予
定
の
人
、

ま
た
は
単
身
の
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
人
な
ど

※
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た
は
県
住
宅

供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(コ
ニ
O
"

浅
羽
"
'熊
旨
ヨ
中
安
六
0
｢･ぢ
＼)
を
ご

覧
く
だ
さ
い

▽
申
込
期
間

4
月
1
日

(月
)
~
晦

日

(月
)

▽
入
居
可
能
日

7
月
ー
ロ

(H
)

▽
申
し
込
み
方
法

所
定
の
叩
込
用
紙

を
郵
送

▽
申
込
用
紙
･
募
集
案
内
配
布
場
所

県
住
宅
供
給
公
社

(前
橋
市
紅
雲

町
)、
県
土
水
事
務
所
、
市
役
所
･

町
村
役
場

(上
･
日
･
祝
u
は
県
住
宅
供
給
公
社
以

外
の
場
所
で
は
配
布
し
て
お
り
ま
せ
ん
)

▽
そ
の
他

入
居
者
は
、
公
開
抽
選
で

選
定
し
ま
す

※

一
部
の
住
宅

(田
=
団
地
、
皆
野
団

地
、
鼻
高
団
地
、
城
山
団
地
、
下
河

原
団
地
、
城
/
岡
団
地
、
烏
山
団
地
、

浜
町
団
地
、
欠
場
団
地
、
成
嫁
団
地
、

青
柳
団
地
、
中
島
団
地
)
に
つ
い
て

は
、
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
住
宅
供
給
公
社

(釜
0
2
7

･
2
2
3
･
5
8
1
1

F
A
X
0
2
7
･2
2
3
･9
8
0
8
)

男
女
共
同
参
-画
分
野
で

全
国
的
に
著
名
な
講
師
を

招
き
、
中
之
条
町
と
共
催

で
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日

3
月
崎
H
(土
)

時
間

午
後
1
時
5
3
時

会
場

｢ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
｣

(中
之
条
町
伊
勢
町
)

演
題

｢人
口
減
少
社
会
の

安
･心
で
き
る
老
後

5
女
性
が
主
体
の

地
域
づ
く
り
5
｣

講
師

上
野
千
鶴
子

(社

1
次

5
月
u
日
(土
)
･
5
月
懐
□
(日
)

※
12
日
は
飛
行
要
員
の
み

2
次

6
月
u
H
(火
)
5
6
月
埒
H
(金
)

▼
入
隊

平
成
26
年
3
H
下
旬
5
4
H
上
旬

○
予
備
自
衛
官
補

(
一
般
･
技
能
)

▼
採
用
年
齢

会
学
者
)

対
象

県
民
一
般

費
用

無
料

あなたの気になる年金記録、もう一度ご確認を
年金記録問題の解決に向けて、 これま 約9 に 1 、 記録が見つかってい

で 扇なんきん定期便｣ などをお送りし、
ご確認をお願いしてまいりましたが、 い 若い頃に勤めていた時の 結婚前の旧姓の 名前の読み方が誤って登録
まだ持ち主が確認できていない記録が約

記録が見つかった 記録が見つかった きれていた記録が見つかった
2 ,2 0 0万件残っています。

例 ;年額98万円一2 34万円 例 :年顫4 3万円→154万円 例 :年額0 万円→13 7万円ご白身の年金記録に ｢もれ｣ や ｢誤り｣
があるのではとご心配のある方は、 キャ
ンペーンのパンフレットにあるチェック 受 付 :月 ~ 金曜 n (9 :0 0 ~ 2 0 :0 0)、 第2土曜日 (9 :0 0 ~ 17 :0 0 )
リストなどでご確認いただき、 お近くの ※祝日 (第2土曜日を除く)、12月2 9日 ~ 1月3 n はご利用いただけません。
年金事務所にご相談ください。 お問い合わせ :ねんきん定期便 ･ねんきんネット専用ダイヤル

なお、 パンフレットは年金事務所また 8 0 5 7 0一0 5 8‐5 5 5 ※050または070から始まる電話の場合くま03- 6700- 1144
は市町村年金ギ日当窓 n で配布しています。 H Pアドレス :http ://･凧柄.nen kin ,go ,Jp

1 人、 年金記録が見つかっています。

【
一
般
】
認
歳
以
上
錐
歳
未
満

定
員

2
0
0
人

(中
込

【技
能
】
聡
歳
以
上
で
、
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
て
邱
歳
~
騎

歳
未
満

技
能
と
は
医
師
、
弁
護
士
、
語
学
、
自
動
車
整
備
t
、

電
気
主
任
技
術
者
、
木
造
建
築
E
等
の
専
門
技
術
者

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

▼
採
用
対
象

自
衛
官
水
経
験
者

▼
受
付
期
間

平
成
第
年
1
月
9
ロ
(水
)
~
4
月
3
ロ
(水
)

▼
試
験
期
日

平
成
25
年
4
月
珍
ロ
(金
)
5
4
月
お
ロ
(月
)
の
い
ず
れ
か
一
日

▼
処
遇

教
育
訓
練
召
案
手
当
“
ロ
額
7
,
9
0
0
円

▼
教
育
訓
練

【
一
般
】
50
u
/
3
年
以
内

【技
能
】
10
ロ
/
2
年
以
内

予
備
自
衛
官
と
は
、
必
要
な
教
育
訓
練
を
受
け
、
修
了
後
に
予
備

自
衛
官
と
な
る
制
度
で
す
。

予
備
自
衛
官
は
、
普
段
は
社
会
人
と
し
て
、
仕
事
に
従
事
し
有
事

の
際
に
は
防
衛
招
集
又
は
国
民
保
護
等
召
集
命
令
に
よ
り
出
頭
し
、

自
衛
官
と
な
っ
て
、
後
方
地
域
の
警
備
や
後
方
支
援
等
の
任
務
に
あ

た
り
ま
す
。
大
規
模
な
災
害
発
生
時
に
お
い
て
も
大
臣
が
特
に
必
要

と
認
め
る
場
合
に
は
、
災
害
派
遣
に
応
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

*
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所

台
0
2
7
8
-
2
3
-

4
1
1
1
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
先
着
順
)

申
し
込
み
方
法

電
話

(月

曜
休
館
)、
F
A
X
ま
た
は
E

メ
ー
ル
。
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
=“
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
･問
い
合
わ
せ
先

ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー

(窓
0
2
7
･
2
2

4

･
2
2
1
1

F
A
X

0
2
7

･
2
2
4

･
2
2

1
4

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
の
ゅ
コ
ズ
ゅ
刃
こ
の
ゅ
@
□
｢
鱒
･

　
　
　
　
　
　　
　
　

(ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
)

で
ご
ま
之

が
ン
リ
年

は

◆

n

くらしの情報
in fo r m a tio n



群馬県立点字図書館の
点字図書や録音図書を読んだり

対

所

か

図

hリ

に

ル
も

D

方
ト
金
C

緩

か

る
イ
料
一

あ
‐
夕

揆

ジ

点字図書館では、 視覚に障害のある方に対
し点字図書や録音図書を約22 ,20 0タイトル所
蔵し、 無料で貸出を行っており郵送料.金もか
かりません。 録音図書の内、 デイジー C D 図
書を聞く場合には専用の再生機が必要ですが、
これも無料で貸出を行っております。

点字図書館を利用するには利用登録 (無料)
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